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防災・減災のネック
になっている既存の学問体系

•研究グループが、自然科学系と社会科学系に別れて
いる。

•自然科学系も、地球物理学、土木工学、建築学、
災害医学、情報科学などに別れている。

•社会科学系も、社会心理学、歴史学、社会福祉学、
防災教育、災害法学、社会学などに別れている。

•高度に専門化しており、相互的な知識、情報交換が
ますます不足し、国難災害などの巨大災害に対処で
きない。



改善策はあるのか？
•南海トラフ巨大地震や首都圏水没のような国難災害
が発生すれば、被害は多様化し、すべての防災分野
の知識が必要だから、共同研究すれば解決するの
か？ 答えは『解決しない』である。

• なぜなら、総花的な対応しかできず、被害の大きさは
小さくならない。

• だから、共同研究のやり方を変えなければならないが、
それがどういうものかわからない。

•若い研究者は現場経験が少なく、研究成果の適用
性に問題を抱えていて、簡単に共同研究はできない。



災害研究の各分野の『壁』
を取り除くことができるのか？

•自然災害のDisasterとHazardに共通の考え方があ
れば、その観点からそれぞれの立場、すなわち、自然
科学と社会科学、あるいは地震とか洪水などの異種
の災害間で議論することが可能になるのではないだろ
うか。

•自分の専門分野だけの知識では不足することは明ら
かであるが、共通の考え方が存在すれば、議論して解
決策、すなわち防災・減災が可能になるのではないだ
ろうか。



自然科学と社会科学に共通
の考え方として『相転移』がある。

•異常な自然外力、例えば地震や豪雨の発生は『自
然現象の相転移』が関係していることがわかった。

•極端な大被害の発生、たとえば未曽有の死者や経
済被害の発生は『社会現象の相転移』が関係してい
ることがわかった。

• あらゆる防災研究者は、この事実を無視することはで
きず、何らかの形で自分の研究テーマとの関係を議論
せざるを得ない。



相転移（社会現象）相転移（自然現象）災害名
市街地火災、脆弱な建物、地
盤の液状化、広域長期停電、
巨大建造物、都市域での各種
社会インフラの被災など

静止状態から破壊進行（プレー
ト境界付近の高熱による岩盤の
融解・流動化、熱水などによる活
断層の岩盤の融解・流動化）

地震

避難行動遅れ、思いこみ、過信、
継続時間や流れの軽視、地震
後の来襲時間は変化など

相転移で発生した地震によって静
止状態だった海水が運動状態に
変化（波動現象）

津波

豪雨による越流氾濫、外水・内
水同時氾濫、避難行動の遅れ、
繰り返す洪水被害の軽視など

水蒸気（気相、雲）から雨（液
相）に変化し、線状降水帯など
の豪雨の発生

洪水

現象の無理解、避難遅れ、河
川の洪水氾濫と同じと誤解、暴
風と同時生起など

相転移がきっかけで台風に成長、
低気圧の吸い上げと強風の吹き
寄せで海面上昇、氾濫

高潮

多様な被災形態、恐怖、高濃
度エアロゾルによる空冷式電子
機器不全・ショートなど

平衡状態から非平衡状態（高
熱による岩石の融解、マグマの膨
張・爆発・流動）へ急変

火山噴火

自然現象と社会現象
で発生する「相転移」の例



都市の人口が増えると、災害時
に相転移で被害が激増する。



線状降水帯などの豪雨で、
破堤氾濫から越流氾濫に変化



線状降水帯による豪雨災害例



GDPが日本より少ない国では
コロナの感染率が大きかった。



日本よりGDPが多い国でも コロナ
の感染率は大きかった。



防災立国になるには
災害文明と災害文化が必須！



災害文明だけでは防災大国
にはなれない！



首都直下地震の停電で起こる
2次および3次の相転移



2020年熊本県の球磨川
で発生した越流氾濫



ニューレジリエンス（縮災）



事前防災
を成功させるために！

１．何が相転移を起こすかを明らかにする（オリジナル
な試み）。
２．相転移候補がどのような被害をもたらすかを明らか
にする（既存の学問の成果が必須）。
３．重要なものから順位付けする（既存の学問の成
果が必須）。
４．ほかの分野の相転移と比較検討し、重要順に実
行する（既存の学問分野の成果に基づく）。
５．これらを成功させて初めて事前防災が可能になる。


